
SG成果発表会（2022年4月26日）

人材育成SG 川口 尚子



本日のアジェンダ
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１. 自己紹介
２. SGの活動のご紹介

1) .活動内容
2) .活動体制
3) .2022年の活動実績

3. 成果物のご紹介
4. 今後の活動予定



自己紹介
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川口 尚子（かわぐち ひさこ）

JFEシステムズ株式会社
開発企画部 企画グループ

担当業務 ：システム開発に携わった後、
現在は全社施策の企画・運営を担当。

趣味 ：野球・ラグビー観戦。



活動内容（背景）
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PMCDF 第2版

＊PMCDF：Project Manager Competency Development Framework （プロジェクト・マネジャー・コンピテンシー開発体系）

PMI発行のPMCDF＊では、プロジェクト・マネジャーに必要なスキルとして、次の３つ
を定義している。

知識
コンピテンシー**

実践
コンピテンシー

人格
コンピテンシー

＊＊コンピテンシー：Competency 職務の内容や仕事の役割に対して期待される成果を導く上での行動特性のことを指す。
単に「能力」「行動特性」と訳す場合もある。

2020年3月
PMCDF 第3版 発行



活動内容（人間力にフォーカスした活動）
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プロジェクト・マネジャーに必要な 「人間力」（人格コンピテンシー）の
強化に焦点を当てたアプローチをとっている。

知識力

実践力人間力

プロジェクトマネジメントに
ついて知っていること

プロジェクトまたは関連する
アクティビティを行う際の行動特性

プロジェクトマネジメントの知識を活用
して、処理や遂行を可能とするもの



人材育成SG活動体制
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リーダー

• 鍋島 七月 ㈱NTTデータユニバーシティ
• 利根 章 TIS㈱
• 山崎 伸晃 ㈱日立アカデミー
• 関 和美 ㈱アイ･ティ･イノベーション
• 澤邊 恵美 ㈱日立社会情報サービス
• 鈴木 朋美 MS＆ADシステムズ㈱
• 廣川 良助 キヤノン㈱
• 山中 隆 ㈱パスコ
• 佐藤 俊樹 KDDI㈱
• 安藤 徹 KDDI㈱

（敬称略 順不同）• 田中 洋一郎 PMI日本支部
• 佐藤 誠 PMI日本支部

メンバー

• 川口 尚子 JFEシステムズ(株)

• 小山 透 ソニーセミコンダクタソリューションズ㈱
• 吉枝 努 日本電気㈱
• 小野 伸一 日本プロセス㈱
• 高山 尚久 ラーニング・ツリー・インターナショナル㈱
• 後藤 雅史 ペルノックス㈱
• 渡邊 輝行 ペルノックス㈱
• 南波 裕志 明治安田システム・テクノロジー㈱
• 野元 英幸 明治安田システム・テクノロジー㈱
• 金子啓一郎 三菱電機㈱

リーダーを補佐
• アジェンダ確認
• 司会進行と議事録
担当を輪番制

• 萩原 照緒 ㈱日立ソリューションズ
• 三好 きよみ 東京都立産業技術大学院大学
• 高橋 千香 ㈱アイテック
• 谷口 和行 ニッセイ情報テクノロジー㈱
• 堀 昭浩 アドソル日進㈱
• 宮島 賢悟 ㈱日立社会情報サービス
• 最上 千佳子 ㈱ ITプレナーズジャパン・アジアパシフィック
• 菅谷 秀明 ㈱ ITプレナーズジャパン・アジアパシフィック

運営委員

2022年4月時点

23名で活動中
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法人スポンサー
連絡会

フォーラム
応募締切

フォーラム原稿執筆

法人スポンサー
連絡会

法人スポンサー
連絡会

暑
気
払
い

三
浦
合
宿
V8

SG成果発表会

フォーラム
OKの連絡

フォーラム
原稿締切

PMI日本
フォーラム

法人スポンサー
連絡会

Now

忘
年
会

◇：予定
◆：実績

2022年度の活動実績

PMCDFやこれまでの成果物をベースにPM心得集（仮）を整理・作成中
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活動の様子（定例会）
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活動の様子（PMI日本フォーラム2021での発表）

発表者の小山 透さん

人間力を磨く方法をさまざまな角度からアプローチした講演

聴講者からの声 ・プロジェクト・マネジャーに限らず、誰にとっても人間力は高めておく必要がある と思いました。
参考文献もいろいろご紹介いただき、読んでみようと思いました。
・「熱い思いで（あついおもいで）マネジメントせよ」「プロジェクト・マネジャーは覚悟が必要！」
大変参考になりました。真摯な活動に感銘しました。 等
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実践への適用育成の探究試行･運用企画検討
･研究

・2013年12月
副読本ドラフト版（第0版）
法人スポンサーに公開

・2014年5月
副読本ドラフト版（第0版）
支部会員に公開

・2014年12月
副読本正式版（第1版）
法人スポンサー・支部会員に公開

【活動概要】

【活動フェーズ】

【成果物】
・2017年6月
人間力強化書 （第1版）
法人スポンサー・支部会員に公開

活動方針検討
PMCDFの理解

PMCDF副読本
チェックシートの作成 「人間力強化書」の作成 次テーマの

企画・検討

「プロジェクト・マネジャーが
困ったときの解決ガイド
～べし・べからず集～」の

作成

2011-12年 2013-14年 2015-16年 2017-18年 2019-21年

2022年９月に
公開

継続的に成果物をアウトプット



成果物のご紹介（人間力三部作）
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STEP１
PMの人間力

査定(アセスメント）

STEP２
PMの人間力
向上計画の準備

STEP３
PMの人間力
向上計画の実行

PMCDF副読本
（人格コンピテンシー）

パフォーマンス基準
チェックリスト

プロジェクト・マネジャーの
人間力強化書



人間力向上の「七つの要諦（ようてい）」
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【い】一流なら、倫理的行動規範に従い責務をまっとうせよ！
＜プロ意識＞

【お】おおきな視野を持ち、問題の本質を捉えよ！
＜認識能力＞

【も】もっとも適切な方法を選択せよ！
＜効果性＞

【で】できる自分を想像し、何度も何度も繰り返し人間力を身に付けよ！
＜習慣化＞

熱い思いで（あついおもいで）マネジメントせよ
【あ】相手の話を傾聴し、人を見て説け！

＜コミュニケーション能力＞

【い】いい（良い）チーム作りと共に、段取りと仕切りを考えてマネジメントせよ！
＜マネジメント能力＞

【つ】強い意志と信念で、メンバーを動機付け、プロジェクトを牽引せよ！
＜指導力＞

（参考）PMCDF第2版

人材育成SG
オリジナル



「プロジェクト・マネジャーが困った時の解決ガイド ～べし・べからず集～」の紹介
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人間力の実践に向けて



「プロジェクト・マネジャーが困った時の解決ガイド ～べし・べからず集～」の紹介
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 しっかりと自分の考えを持ち、自発的に考え、行動できるタイプのメンバー六甲さんがプロジェクトに参画。
プロジェクト・マネジャーの磐梯さんは、積極的に提案する六甲さんの参画を頼もしく思う一方で、磐梯さん
には自分の思い通りにならないと、露骨に態度に表し孤立してしまう側面もある。

 磐梯さんは、「知識力」「実践力」に加えてどのような「人間力」を発揮すれば、この問題を解決し、プロジェ
クトを成功に導けるでしょうか。  プロジェクト体制図

富士社長

プロジェクト・マネジャー
磐梯さん

メンバー
六甲さん

メンバー
八海さん

メンバー
雲取さん

社内業務改革プロジェクト



「プロジェクト・マネジャーが困った時の解決ガイド ～べし・べからず集～」の紹介
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（一部紹介）

メンバーの自主性を尊重させながら
任せていくにはどのように気を付けるべきか？

仕事の結果が思わしくなかった時、メンバーの士気を
低下させないためにどのようなことに気を付けるべきか？
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人材育成SGでは、メンバーが現場の思いや悩みを共有し、実践で役立つ
成果物を作成することを目的に活動している。
現場で得た知見やノウハウなどの暗黙知を議論し形式知にする。
現場に持ち帰り実践し、振り返り、更なるアップデートを図る。

PMI日本支部
人材育成Study Group

メンバーそれぞれの
プロジェクト現場

人材育成SGの活動価値
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人材育成SGの活動価値

■幅広い業種のメンバーが一緒に活動

SIer、ベンダー、教育関係、研修会社他。

■幅広い年代のメンバーから構成

次世代PMからベテランまで。

■成果物を継続的に作成

モチベーションの維持。

自社内だけでは得られない
経験、気付きが得られる。

企業・業界の壁がなく
次世代PMを育てる場として
格好の場。
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人材育成SGの活動価値（私の経験）

① 弊社が法人スポンサーになった時、どのような活動をしているか分からないまま
上司に言われて人材育成SGに入会。
PMのコンピテンシーのうち、人間力に焦点を当てて活動しているというのが分かった。
人間力はPMに限らず、必要なスキル。

② PMI日本フォーラム2019にて発表。

③ リーダーのバトンを何となく受け取った。が、活動を続けているうちに役割を自覚し覚悟を
持つようになった。
「プロジェクト・マネジャーが困った時の解決ガイド ～べし・べからず集～」完成に向けた
活動を通じて、自分自身の成長も実感。

2018/4 2020/2 2022/4
現在

①

2019/7

③②
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今後の活動予定

PMCDFやこれまでの成果物をベースにPM心得集（仮）を整理・作成予定。
まずは、副読本（PMCDF第2版ベース）傍らに同第3版がどう変わったかを輪読しながら学びを深める予定。



©2022 PMI Japan Chapter. 20

 定例会合：月１回（毎月第3金曜日）
第1部：18:00～19:30
第2部（懇親会）：第1部に引き続き

 その他の活動
他研究会やSGとの交流
暑気払い
忘年会
合宿（一泊二日）※20年21年は中止

 問い合わせ先<PMI日本支部事務局>
https://www.pmi-japan.org/faq/inquiry.php
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人材育成SGへのお誘い（見学も大歓迎！）

https://www.pmi-japan.org/faq/inquiry.php


ご視聴、ご清聴ありがとうございました。
人材育成 Study Group
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